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イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
ガ
ザ
へ
の

攻
撃
が
始
ま
ỵ
た
直
後
︑
あ
る
キ

リ
ス
ト
者
の
団
体
が
︑﹁
イ
ス
ラ
エ

ル
の
側
に
⽴
つ
﹂
と
の
声
明
を
発

表
し
て
い
ま
す
︒
ほ
か
に
も
教
会

関
係
者
か
ら
イ
ス
ラ
エ
ル
擁
護
の

発
⾔
を
聞
き
ま
し
た
︒
イ
ス
ラ
エ

ル
は
神
が
選
ば
れ
た
⺠
だ
と
い
う

の
が
理
由
の
よ
う
で
す
︒ 

 

ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
攻
撃

を
始
め
て
ま
も
な
く
︑
ウ
ク
ラ
イ

ナ
⽀
援
の
声
が
⼤
き
く
上
が
り
ま

し
た
︒そ
の
時
︑武
器
購
⼊
の
た
め

の
⽀
援
を
と
の
声
を
︑
⾝
近
な
教

会
関
係
者
か
ら
聞
き
ま
し
た
︒ 

 

平
和
を
祈
り
求
め
る
キ
リ
ス
ト

教
の
世
界
で
︑
戦
争
を
認
め
る
発

⾔
が
即
座
に
出
て
き
た
の
で
す
︒ 

 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
⽀
援
に
つ
い
て
︑

わ
た
し
に
は
当
初
か
ら
気
に
な
る

こ
と
が
ひ
と
つ
あ
り
ま
し
た
︒
国

旗
に
対
す
る
考
え
⽅
や
気
持
ち
は

国
に
よ
ỵ
て
違
い
ま
す
が
︑
⽀
援

の
印
と
し
て
︑
⻘
と
⻩
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
国
旗
の
⾊
が
⽀
援
の
象
徴
に

⽤
い
ら
れ
る
こ
と
に
︑
わ
た
し
は

違
和
感
を
持
ỵ
た
の
で
す
︒ 

 

爆
撃
に
よ
ỵ
て
命
の
危
機
に
さ

ら
さ
れ
︑
国
内
外
に
避
難
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
⼈
た
ち
を
⽀
援

し
た
い
と
思
い
ま
す
︒
し
か
し
そ

れ
が
あ
る
国
を
⽀
援
す
る
こ
と
か

と
な
る
と
︑
そ
う
で
は
な
い
と
思

う
か
ら
で
す
︒ 

 

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
︑
戦
争

の
⼀
⽅
の
国
の
肩
を
持
ち
︑
国
と

国
の
争
い
の
⽚
⽅
の
国
の
側
に
つ

い
て
し
ま
ỵ
て
は
い
な
い
で
し
Ỹ

う
か
︒停
戦
を
願
い
︑戦
争
の
終
結

を
願
ỵ
て
い
る
の
に
︑
い
つ
の
ま

に
か
︑⽚
⽅
の
側
の
味
⽅
を
し
︑⽚

⽅
の
側
の
負
け
を
願
ỵ
て
し
ま
ỵ

て
い
ま
す
︒ 

 

今
年
の
１
⽉
１
７
⽇
︑
聖
書
学

者
の
太
⽥
道
⼦
さ
ん
が
九
⼀
歳
で

亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
︒
太
⽥
さ
ん

は
︑１
９
５
５
年
以
来
パ
レ
ス
チ
ナ

難
⺠
キ
ἀ
ン
プ
を
⺠
⽣
⾯
で
⽀
援

す
る
プ
ロ
ジ
ỽ
ク
ト
を
実
施
し
︑

Ｎ
Ｇ
Ｏ﹁
地
に
平
和
﹂の
代
表
と
し

て
働
か
れ
ま
し
た
︒
パ
レ
ス
チ
ナ

の
⼟
地
に
住
み
︑
そ
こ
で
⼟
地
を

奪
わ
れ
︑
命
を
奪
わ
れ
て
い
る
⼈

と
⼀
緒
に
暮
ら
し
︑
怒
り
や
嘆
き

を
共
に
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
︒ 

の
︑命
奪
わ
れ
︑命
の
危
機
に
さ
ら

さ
れ
︑傷
つ
き
︑家
を
失
い
︑⽣
活

を
奪
わ
れ
て
い
る
⼈
た
ち
の
︑
命

や
権
利
の
回
復
を
祈
り
願
う
こ
と

で
し
か
な
い
と
思
い
ま
す
︒
そ
れ

ゆ
え
︑双
⽅
の
と
⾔
い
つ
つ
も
︑よ

り
弱
く
さ
れ
て
い
る
⼈
に
⼼
を
寄

せ
る
偏
り
が
そ
こ
に
は
あ
り
ま

す
︒ 

 

イ
エ
ス
が
教
え
ら
れ
た
﹁
主
の

祈
り
﹂
に
お
い
て
︑﹁
御
国
が
来
ま

す
よ
う
に
︒
御
⼼
が
天
に
お
こ
な

わ
れ
る
よ
う
に
︑
地
に
も
お
こ
な

わ
れ
ま
す
よ
う
に
﹂
と
祈
ら
れ
ま

す
︒
そ
れ
は
神
の
御
⼼
が
こ
の
地

上
に
実
現
し
ま
す
よ
う
に
と
い
う

祈
り
で
す
︒ 

 

神
さ
ま
の
御
⼼
と
は
正
反
対
の

悪
が
こ
の
地
上
を
覆
ỵ
て
い
ま

す
︒
⼒
の
強
い
国
が
弱
い
国
を
⽀

配
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
︒
し
か

し
そ
の
よ
う
な
︑⼈
々
が
皆
︑武
⼒

だ
戦
争
だ
と
雪
崩
打
つ
よ
う
な
時

代
に
あ
る
時
に
こ
そ
︑
神
の
御
国

を
求
め
る
祈
り
に
⽣
き
た
い
と
願

い
ま
す
︒そ
し
て
そ
の
祈
り
は
︑こ

の
時
代
を
変
え
て
い
く
⼩
さ
い
け

れ
ど
も
確
か
な
⼒
に
な
る
と
信
じ

ま
す
︒ 

︵
２
⽉
２
３―

２
４
⽇
に
開
催
さ

れ
た
当
財
団
﹁
研
修
と
懇
談
の
会
﹂

礼
拝
で
の
メ
ỿ
セ
ổ
ジ
要
約
︒︶ 

︵
⽇
本
基
督
教
団
牧
師
︶ 

    

 

し
か
し
太
⽥
さ
ん
は
︑
パ
レ
ス

チ
ナ
問
題
に
関
わ
る
に
は
︑
イ
ス

ラ
エ
ル
を
敵
と
し
て
憎
め
ば
良
い

の
で
は
な
い
と
⾔
わ
れ
ま
す
︒
⾃

分
が
し
て
い
る
の
は
︑
双
⽅
の
⼈

間
が
⼈
間
ら
し
い
⽣
き
⽅
︑
在
り

⽅
を
回
復
さ
せ
よ
う
と
す
る
運
動

だ
と
⾔
ỵ
て
お
ら
れ
ま
し
た
︒ 

 

と
て
も
⼤
切
な
考
え
だ
と
思
い

ま
す
︒け
れ
ど
も
︑ど
ち
ら
の
勝
利

も
︑
ど
ち
ら
の
敗
北
も
願
わ
な
い

な
ど
と
⾔
ỵ
た
と
こ
ろ
で
︑
ま
る

で
戦
争
が
無
い
か
の
よ
う
な
︑
そ

し
て
傷
つ
け
て
い
る
⼈
が
い
な
い

か
の
よ
う
な
態
度
で
い
る
こ
と
は

で
き
る
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
︒ 

 

太
⽥
さ
ん
は
︑
双
⽅
の
⼈
間
が

⼈
間
ら
し
く
と
⾔
い
つ
つ
︑
は
ỵ

き
り
と
パ
レ
ス
チ
ナ
の
⼈
と
共
に

⽣
き
る
道
を
選
ば
れ
ま
し
た
︒ 

 
双
⽅
の
⼈
間
が
⼈
間
ら
し
く
と

い
う
と
き
︑
⼤
切
な
の
は
︑
双
⽅

御
国
が
来
ま
す
よ
う
に 

 

財
団
評
議
員 

 
 

 

横
野 

朝
彦 
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フォーラム事業 

関東フォーラム 

今日的課題Ⅰ 

6回 連続講座（対面プログラム） 
「LGBTQ+と教会 壁を造らな
い共同体をめざして」 
講師・中村吉基（日本キリスト
教団代々木上原教会 牧師 
宗教と LGBT ネットワーク代表） 

第1回 6月11日（火）
第2回  7月 9日（火）
第3回  9月10日（火）
第4回10月  8日（火）
第5回11月12日（火）
第6回12月10日（火）

聖書を読む

講座Ⅰ 

全10回 「LGBTQ＋とキリスト教  
性と生の正義に向けての聖書
の読み直し」  
講師・山口里子（聖書学者） 
全面リモートで実施 
（早稲田奉仕園と共催） 

第1回  4月9日（火） 
第2回  5月14日（火）
第3回  6月11日（火）
第4回  7月 9日（火） 
第5回  9月10日（火）
第6回10月  8日（火）
第7回11月12日（火）
第8回12月10日（火）
第9回  1月14日（火）
第10回 2月18日（火）

関東フォーラム 

宗教対話Ⅰ 

10回 読書会「キリスト教と文学」 
講師・柴崎聰（文芸評論家） 
ミヒャエル･エンデ『モモ』 
倉田百三『出家とその弟子』 
ドストエフスキー『罪と罰』（1・2） 
有島武郎『カインの末裔』他 
ラーゲル・レーブ『キリスト伝説集』 
O・ヘンリー『最後の一葉』他 
太宰治『トカトントン』他 
カズオ・イシグロ『日の名残り』 
原田マハ『奇跡の人』 

（早稲田奉仕園と共催） 

第1回  4月16日（火）
第2回 5月21日（火）
第3回  6月18日（火）
第4回  7月16日（火）
第5回 9月17日（火）
第6回10月15日（火）
第7回11月19日（火）
第8回 1月21日（火）
第 9回  2月18日（火）
第10回3月18日（火）

関東フォーラム 

宗教対話Ⅱ 

1 回 柏木義円公開講演会 
講師未定 
全面リモートで実施 
（共催：柏木義円研究会） 

11月16日（土） 

話し方ワー

クショップ 

10回 「礼拝の言葉を豊かに」  
話し方ワークショップ（ステッ
プ・アップ講座、初心者も可） 
講師・友野富美子 
会場 日本キリスト教団東中野
教会 対面プログラム 

第1回 5月17日（金）
第2回  6月21日（金）
第3回  7月19日（金）
第4回 9月20日（金）
第5回10月18日（金）
第6回11月15日（金）
第7回12月20日（金）
第8回   1月17日（金）
第9回  2月21日（金）
第10回3月21日（金）

神学生交流 

プログラム 

 第１４回神学生交流プログラム 

校長 神田健次（関西学院

大学名誉教授） 

講師 未定  

2025年 3 月に

2 泊 3 日で開

催予定 

開催場所未定 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

フォーラム事業 

修学院フォーラム

 社会  

第１回 
シリーズ
「戦争と
平和」 

預言書に学ぶ非戦のこころ―第 2
イザヤを中心に 
講師 石川立（同志社大学名誉
教授） 

4月13日

（土） 

第２回 

シリーズ

「戦争と

平和」 

「戦争の時代」にしないために 
―沖縄対話プロジェクトの経験から 
講師 岡本厚（前岩波書店社長・
元雑誌「世界」編集長） 

5 月25

日（土） 

第３回 
シリーズ
「戦争と
平和」 

中東の平和を考える 
アメリカはなぜイランと対立するのか
講師 中西久枝（同志社大学グロー
バル・スダディーズ研究科教授） 

6 月 1 日

（土） 

第４回 
シリーズ
「戦争と
平和」 

“地雷”ではなく、“花”を  
―報復ではなく、いのちの連鎖へ 
講師 松浦悟郎（カトリック名古屋
教区司教） 

7月27日

（土） 

第５回 ケイト・ラワースが提唱している「ドー
ナツ経済学が世界を救う」が、日本で
どのように実践されているのか（仮） 
講師 広井良典（京都大学 人と社
会の未来研究院教授） 

2025 年 2

月15日

（土） 

第６回 エネルギーを考える 
「能登半島地震が告げる原子力災
害への警鐘」（仮） 
講師 アイリーン 美緒子 スミス 
（環境市民団体グリーン・アクション代表）
「いのちを育む風力と太陽光発電」（仮）
講師 牛山 泉（足利大学顧問、名誉教授）

2025年  
3月30日
（日）～31日
（月） 

修学院フォーラム

 福祉 

第１回 
 

夜回りの活動を通して見えてくるも
の（仮） 
講師 桜井 希（同志社中学校・高等学校）

10月12日
（土） 

第２回 子ども・女性・若者の「貧困」（仮）
講師 交渉中 
京都 YWCA と共催 

12月または
2025年3
月予定 

修学院フォーラム

 いのち 

第１回 

 

咸錫憲（ハム・ソクホン）のシアル
（民衆）思想―「韓国のガンジー」が
問いかける非暴力主義 
講師 朴賢淑（パク・ヒョンス）（大阪
女学院大学・短期大学准教授） 

8月31日
（土） 

第２回 旧約聖書が現代に語りかけるもの
（仮） 
講師 月本昭男（古代オリエント博
物館館長） 

9月15日
(日)～16日
(月) 

 

う公開講演会を実施する。 
７．体験プログラムとして、コロナ以前に引き続き「礼

拝の⾔葉を豊かに」というテーマで、話し⽅ワーク
ショップを⽉に⼀度のペースで開催する。礼拝の司
式や聖書朗読、詩編交読、説教などの発声・発語の
訓練を⾏う。 

８．各神学校の枠を超えた神学⽣たちの交流を⽬的
とした「神学⽣交流プログラム」については、２０
２４年度も各神学校の賛助を得て、第１４回神学⽣
交流プログラムを実施する。リモートでの開催か、
対⾯での開催かについては現在検討中。 

Ⅲ 関西セミナーハウス活動センター２０２４年度事業計画

平和、正義、いのちが侵害されている社会の現状を
克服し、いのちの輝きを共有する世界の実現を⽬指
す、はなしあい活動を展開する。 

問題の本質を⾒抜き、根源的問題提起をできる発
題者を⽴て、対論を深め、混迷における光を探索する。

戦争を克服し、平和な世界を実現する道を様々な
⾓度から探り、その成果を出版して、市⺠と共有する。 （4 ⾴に続く）

原⼦⼒発電、再⽣可能エネルギー、環境汚染、貧
困、差別などの問題と向き合い、克服する道を探る。

これらの対話集会は、関⻄セミナーハウスで、講師
と参加者が直接出会い、時間をかけて語り合い、考え
を深め合うと共に、オンラインにより遠隔の⼈も対
話に参加できるようにする。 

対話集会の発題講演は録画し、YouTube ライブラ
リーに収め、後⽇ホームページ上で申し込むことに
より、その内容を共有することが出来るようにする。
それにより、当活動センターの集会が、広く、教会
員、市⺠の間で共有され、やがてその中から、活動セ
ンターでの集会に直接参加する⼈が出てくることを
期待する。 

そのためにホームページ上で、これらの集会に繋
がりやすい仕掛けを⼯夫する。 
これらのプログラムを財政的に⽀援するため、いつ
でも容易に寄付できる⽅法をホームページ上に設
け、年間を通し、これらの企画が⾚字を⽣まないよう
に⼯夫する。 

これら集会の成果は、適宜機関紙「はなしあい」誌
上で報告し、⽀持者を広げるよう努める。 
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関東活動センター 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

公益財団法⼈⽇本クリスチャン・アカデミーは、
２０２４年度の事業計画を次の通り定める。 

 

Ⅰ 事業計画基本方針 
本法⼈の使命を果たすために、２０２４年度にお

いて以下の基本⽅針を掲げ、新たな活動や事業⽅策
を検討し安定した財団運営を推進する。 
１．財団事業の展開 

１）定款に定められた当財団の⽬的に添って、キ
リスト教精神に基づき、⽴場の相違を越えた対話（は
なしあい）を通し、⾃由、平等、正義、平和に基づく
社会の実現に寄与する事業を⼀層活発に展開する。 

２）① 関⻄セミナーハウスの事業は、コロナ禍後
の社会状況を踏まえつつ、事業展開の可能性を模索
し、新たな運営形態に取り組む。 

② アカデミー運動における事業活動は、研修・セ
ミナーは積極的に集合形式を計画するとともに、リ
モート形式についても運営⽅法の充実をはかる。 

３）東・⻄施設の適切な運営管理を⾏い、法⼈運
営の健全化を進める。 
２．事業の推進 

１）公益⽬的事業 
（１）東・⻄活動センター 

① 現⾏のフォーラム事業及び研修・セミナー・体
験交流事業を継続、発展させる。 

② 各活動センターのプログラムは、それぞれにお
ける収⽀バランスをとることを原則とし、且つ事
業費、寄付⾦収⼊も含め、各活動センター全体とし
ても収⽀バランスの取れた運営を⽬指す。 

③ 講師ならびに参加者同⼠の対話を中⼼に進めつ
つ、オンライン会議においてもより充実した運営
⽅法に取り組む。 

④ アカデミー運動の⽬的に従って今⽇的な社会の
課題に対する認識を深め、それにふさわしい新規
プログラムの開発と効果的な広報に取り組む。 

⑤ 得られた成果については機関紙ならびにデジタ
ルツールなどによって広く社会に発信し、啓発活
動を活発化する。 
（２）関⻄セミナーハウス 
アカデミー活動の安定的継続を⽀援するため、宿

泊施設・会場を諸団体、教育機関・学会・研究会活
動等の広い利⽤に供する⽅策を検討し実施する。 

２）収益事業 
（１）関⻄セミナーハウス  

① 新体制を構築し、安定した運営に取り組む。 
② ⼀般利⽤者、企業等に対して団体客を中⼼とし

た施設の利⽤を促進し、その収益の⼀部を公益活
動に資する⽅策を組み込む。 
（２）⽇本キリスト教会館 
当財団所有の事務所⽤物件の⼀部を貸与し、その

収益を当該施設の補修、維持、向上等及び公益活動
への貢献に資する。 

なお、借主及び管理組合との交渉に関しては、財
団本部が責任をもって⾏う。  

３）広報活動 
フォーラム事業、研修・セミナー・体験交流事業

等の内容並びに各年度事業計画・予算及び事業報告・
決算を機関紙「はなしあい」において定期的に報告
するとともに、より効果的な広報を検討し取り組む。 

具体的には広報先やツールなどについて、効果的
に且つ効率的に⾏う⽅策を検討し実施する。このこ
とによって本法⼈の使命や活動をより広く知らし
め、理解者、賛同者ならびに事業や活動の参加者、
利⽤者の増加につなげる。  

東・⻄活動センターおよび関⻄セミナーハウスの
活動状況については、ホームページや SNS 等によっ
て積極的な情報発信を継続する。 
３．運営推進体制の安定化 

公益⽬的事業の運営推進に当たって、継続的な事
業に関しては明確な⽅向性と予算計画を持ち、プロ
グラム毎の収⽀の整合化を原則とする。新規プログ
ラムについても、必要財源を確保し、活動の安定的
展開を⽬指す。 
４．賛助会員、寄附金の拡充 

 公益⽬的事業、広報活動等を積極的に展開して、
アカデミーの理念の理解、浸透につとめ、アカデミ
ー運動を⽀えようとする賛助会員及び寄附⾦の仕組
みや広報について⾒直し、拡充に取り組む。 
５．本法人が使命に基づき健全に運営を継続するた
めに、各事業を推進する人財を育成・確保する。 

また、役員・委員の⼈財の確保と各事務局機能強
化と連携に取り組む。 

 

Ⅱ 関東活動センター２０２４年度事業計画 
２０２４年度の関東活動センターは、⽇本クリス

チャン・アカデミーの理念に基づき、以下のような
諸プログラムを計画している。 
１．関東活動センターの事務局態勢が新しく変るこ

とに伴い、浦上充運営委員⻑、古賀博所⻑代⾏のも
とに、徐々に新機軸を打ち出していくこととしたい。 

２．Covid-19 の感染がなお続く中で、注意しながら
も対⾯式の講座やプログラムを少しずつ増やして
いきたい。 

３．「今⽇的課題」Ⅰとして、「LGBTQ と教会」と
いうテーマで、中村𠮷基講師の連続講座を実施す
る。このプログラムは、対⾯式で実施される。興味
本位、あるいは無責任な参加を制限するためである。 

４．「聖書を読む講座」Ⅰとして、この間継続して聖
書講座を担当していただいた⼭⼝⾥⼦さんを講師
として、『いのちの糧の分かち合い』（新教出版社）
を共に読み、話し合うプログラムを実施する。この
プログラムは、海外、及び全国各地からの多様な参
加者に呼びかけるために、全⾯リモートで⾏なう。 

５．「宗教対話」Ⅰとして、昨年度に引き続き、少
⼈数の読書会「キリスト教と⽂学」（講師・柴崎聰）
を実施する。このプログラムは対⾯式で⾏なう。 

６. 「宗教対話」Ⅱは、これまでに引き続き柏⽊義
円研究会との共催で、柏⽊義円の現代的意義を問
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修学院フォーラム 

 いのち 

第３回 
聖書をエコロジーの視点で読む 
フォローアップ（仮） 
講師 大澤香（神戸女学院大学文学部准教授）

2025年 
1月11日
（土） 

第４回 
シリーズ 
「戦争と
平和」 

歴史を変えた非暴力主義：再洗礼
派からキング牧師まで 
講師 踊共二（武蔵大学リベラルアー
ツアンドサイエンス教育センター教授） 

2025年 
1月25日
（土） 

第 5 回 
スピリチュアルケアを考える（仮） 
講師 藤井理恵（元淀川キリスト教
病院チャプレン） 

2025年 
2月22日
（土） 

研修・セミナー・体験交流事業 

開発教育 

セミナー 

第１回 
開発教育入門セミナー 
～ＳＤＧｓを自分ごとに～ 
「となりのムスリム・ムスリマ」 
「わたしたちのパレスチナ問題」 

講師 開発教育研究会 
共催 （公財）京都市国際交流協会

6 月 23 日
（日） 

第2回 
パレスチナの平和をつくる 
～今起きていることを植民地主義
の視点から考えてみよう～ 
講師 岡真理（早稲田大学文学
学術院文化構想学部教授） 

7月6日（土）
～7日（日）

第3回 
市民（わたし）から始める  
～難民と一緒に暮らせる街をめざして～
講師 加藤良太（市民社会スペース
NGOアクションネットワーク（NANCiS）） 

9月7日（土）
～8日（日）

第4回 
市民（わたし）から始める  
～難民と一緒に暮らせる街をめざして～

講師 田中恵子（NPO法人 RAFIQ
（難民と共生のネットワーク）） 

10月5日（土）
～6日（日）

第5回 
地球と食の未来を考える Part２  
～おにぎりと NISA から考える経済 
 ｢金融化｣のカラクリ～ 
講師 平賀緑（京都橘大学経済学部准教授）

11月30日
（土）～12月
1日（日） 

第6回 
「植民地支配責任」を考える  
〜朝鮮学校の歴史と現状を学ぶことから〜

講師 板垣竜太（同志社大学社会学部教授）

12 月 21 日
（土）～22 日
（日） 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅳ 関西セミナーハウス２０２４年度事業計画
２０２４年度の関⻄セミナーハウス事業計画は、

以下の通りとする。 
１．運営⽅針 

 
２０２４年度 収支予算書（損益計算方式） 

２０２４年４月１日より２０２５年３月３１日まで 

公益財団法人 日本クリスチャン・アカデミー 

 

１）コロナによる臨時休館解除３年⽬となる本年
度は従来の運営⽅法にとらわれず、利⽤者の利便
性を⾼め、施設の魅⼒を再発信するなど今後の社
会変化に対応した事業展開を⾏う。 
２）宿泊者および会議室利⽤の増加を図ることに
より、収益事業として財団経営の安定化につなげる。 
３）関⻄セミナーハウス施設維持管理を⽬的とし
た寄附⾦の募集を継続する。 
４）関⻄セミナーハウスの運営に関する諸課題に
ついては経営委員会で検討し、運営する。 

２．予算編成上の留意点 
１）会計単位別の収⽀予算書に加え、関⻄セミナ
ーハウスについては損益計算書を作成する。 
２）職員の⼈件費について、本部と関⻄セミナー
ハウスの従事割合により配分する。従事割合は本
部事務局で検討する。 

Ⅴ 本部２０２４年度事業計画 

１．安定した本部事務局運営に取り組む 
① 東・⻄活動センターの事務局運営⽀援。  
② 運営委員会委員の合同での協議と懇談の会の実施。 

２．ミッションの確認と拡充 
①諸外国におけるアカデミー運動を学び⽇本のア
カデミー運動を確認する。 
②賛同者・関連団体との連携の可能性を模索し、発信
⼒の強化とアカデミー認知度や理解者の拡充に努める。 

３．広報活動 
 機関紙「はなしあい」の新たな形態による発刊、
デジタル化と財団の⼀体的広報について検討する。 
４．⽇本キリスト教会館の管理 
 オーナー会と協⼒し会館の維持管理に努め、テナ
ント利⽤団体の施設利⽤に協⼒する。 
５．新たな法⼈運営並びに委員会運営を検討し、２０
２５年度役員改選ならびに各委員会、事務局体制に繋げる。 

（ 以上 ） 
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き
た
い
︒ 

 

  

 

主
題
「
テ
キ
ス
ト
と
コ
ン
テ
キ
ス
ト 

 
—

日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
の
座
標
と
使
命
を
求
め
て—

」 

●
２
０
２
３
年
度 

 
「
第 

回
神
学
生
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
」 

２
０
２
４
年
３
月
１
８
日
（月
）
〜
２
０
日
（水
・
休
）

会
場
：関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
・
オ
ン
ラ
イ
ン
（Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
）

 

関
東
活
動
セ
ン
タ
ー  

13

13 

校
⻑
⽇
関
⻄
学
院
⼤
学
名
誉
教
授 

神
⽥ 

健
次
さ
ん 

講
師
⽇
同
志
社
⼤
学
名
誉
教
授 

原 

誠
さ
ん 
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マ
イ
ク
ロ
ア
グ
レ
ỿ
シ
ἂ
ン
と

は
︑
⽇
頃
の
⼈
と
の
関
わ
り
の
中

で﹁
無
意
識
﹂の
う
ち
に
相
⼿
を
差

別
し
た
り
︑
傷
つ
け
た
り
す
る
こ

と
で
︑﹁
⾃
覚
な
き
差
別
﹂と
も
訳
さ

れ
る
︒今
回
の
セ
ミ
ナ
ổ
で
は
︑私

た
ち
が
構
造
的
な
差
別
を
助
⻑
す

る
当
事
者
に
な
ỵ
て
い
る
と
い
う

現
状
を
理
解
し
︑
ど
の
よ
う
に
向

き
合
う
べ
き
か
に
つ
い
て
考
え
た
︒ 

前
提
と
し
て
︑﹁
⼈
権
﹂
の
本
質

で
あ
る
︑﹁﹃
嫌
だ
︵No

︶﹄
と
⾔
え

る
こ
と
﹂
を
確
認
し
た
後
︑﹁
今
の

わ
た
し
の
気
持
ち
﹂
に
注
⽬
し
て

教
材
体
験
を
し
た
︒
⽬
に
⾒
え
る

不
利
に
よ
ỵ
て
思
考
停
⽌
と
な

り
︑分
か
り
に
く
い﹁
不
利
﹂を﹁
こ

れ
は
お
か
し
い
﹂と
も
思
わ
ず
︑ま

た
︑
当
事
者
⾃
⾝
も
不
利
な
⽴
場

に
い
る
こ
と
に
気
づ
い
て
い
な
い

場
合
が
あ
る
︒
マ
イ
ク
ロ
ア
グ
レ

ỿ
シ
ἂ
ン
は
︑そ
の
場
の﹁
ち
Ỹ
ỵ

と
し
た
⼼
の
傷
つ
き
﹂
で
は
な
く
︑

そ
こ
に
つ
な
が
る﹁
マ
ク
ロ
﹂の
差

別
が
あ
る
か
ら
こ
そ
起
こ
る
こ
と

で
あ
り
︑そ
の﹁
マ
ク
ロ
﹂の
差
別

を
理
解
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
︒
お
互
い
の
感
情
に
ず
れ
が
⽣

じ
た
時
に
﹁
な
ぜ
そ
の
ず
れ
が
⽣

じ
る
の
か
﹂﹁
悪
気
な
さ
の
中
に
何

が
あ
る
の
か
﹂
を
ゆ
ỵ
く
り
と
話

し
︑
考
え
る
き
ỵ
か
け
と
す
る
こ

と
が
重
要
だ
︒ 

さ
ま
ざ
ま
な
教
材
体
験
を
し
な

が
ら
︑
差
別
の
三
者
関
係
︵
差
別

者
︑被
差
別
者
︑共
犯
者
︶※
や
同

調
に
よ
る
差
別
の
深
刻
化
に
つ
い

て
も
考
え
た
︒
無
意
識
の
ま
ま
⾃

分
が
同
調
の
側
に
つ
く
こ
と
が
な

い
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
︑
⾃
分

や
周
り
の
⼈
の
﹁
何
か
お
か
し
い
﹂

メ
ノ
ナ
イ
ト
教
会
︑
ブ
レ
ズ
レ
ン

教
会
中
⼼
︶
が
宗
教
的
良
⼼
か
ら

兵
役
拒
否
を
主
張
し
︑
政
府
に
働

き
か
け
て
法
的
制
度
と
し
て
そ
れ

実
現
さ
せ
︑
ま
た
代
替
措
置
を
政

府
と
共
同
し
て
定
め
︑
財
政
的
に

⽀
援
し
て
い
ỵ
た
歴
史
が
⽰
さ
れ

た
︒
さ
ら
に
英
⽶
の
フ
レ
ン
ド
派

が
戦
場
で
⾏
ỵ
た
負
傷
者
の
救
助

や
医
療
︑
被
災
地
の
復
興
︑
⾷
糧

や
⾐
類
の
⽀
援
の
活
動
に
つ
い
て

も
紹
介
さ
れ
た
︒
こ
れ
ら
の
活
動

の
背
景
に
は
︑
個
⼈
の
良
⼼
の
⾃

由
が
国
家
に
優
る
と
の
権
利
意
識

と
そ
の
伝
統
が
あ
る
こ
と
が
指
摘

さ
れ
︑
⽇
本
に
お
け
る
国
家
総
動

員
法
へ
の
態
度
や
⾮
戦
を
唱
え
つ

﹁
い
や
だ
﹂
と
い
う
呟
き
を
⾒
過

ご
さ
な
い
こ
と
が
き
ỵ
か
け
と
な

る
︒ま
た
︑差
別
に
出
く
わ
し
た
時

に
︑
咄
嗟
に
対
応
す
る
た
め
の
⾔

動
を
知
り
︑
シ
ミ
ἁ
レ
ổ
シ
ἂ
ン

し
て
お
く
こ
と
も
⼤
切
だ
︒ 

※ 

佐
藤
裕﹁
三
者
関
係
と
し
て
の
差

別
﹂︑
１９９０﹃
解
放
社
会
学
研
究 

４
﹄
三
者
関
係
と
し
て
の
差
別 (u-

toyam
a.ac.jp) 

 

ク
ỽ
イ
カ
ổ
︵
フ
レ
ン
ド
派
︶

研
究
者
で
あ
る
⻄
村
裕
美
⽒
は
︑

近
年
︑
英
⽶
に
お
け
る
良
⼼
的
兵

役
拒
否
制
度
の
形
成
に
つ
い
て
研

究
を
進
め
ら
れ
︑
そ
こ
に
キ
リ
ス

ト
者
や
キ
リ
ス
ト
教
会
の
⼤
き
な

働
き
が
あ
ỵ
た
こ
と
を
明
ら
か
に

さ
れ
た
︒
本
講
演
で
は
︑
両
世
界

⼤
戦
の
さ
な
か
に
フ
レ
ン
ド
派
議

員
や
平
和
教
会
︵
フ
レ
ン
ド
派
︑

「
マ
イ
ク
ロ
ア
グ
レ
ッ
シ
ョ
ン
っ
て
な
ぁ
に
？ 

～
日
常
に
埋
め
込
ま
れ
た
差
別
と
向
き
合
う
～
」 

講
師 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

北
川 

知
⼦
さ
ん

●
２
０
２
３
年
度
「
開
発
教
育
セ
ミ
ナ
ー
」
第
６
回 

 

２
０
２
３
年
１
２
月
２
日
（土)

〜
３
日
（日
）

会
場 

関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

 

関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
活
動
セ
ン
タ
ー  

●
２
０
２
３
年
度 

修
学
院
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
社
会
」
第
４
回  

「
戦
争
と
兵
役
を
拒
否
し
た
人
び
と 
—

二
つ
の
世
界
大
戦
時
の
英
米
と
日
本
」 

講
師 

元
⽴
教
⼤
学
コ
ミ
ἁ
ニ
テ
ỻ
福
祉
学
部
教
授 

⻄
村 

裕
美
さ
ん 

２
０
２
３
年
１
２
月
２
日
（土)

会
場 

関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
と
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン

つ
兵
役
拒
否
を
否
定
し
た
内
村
鑑

三
ら
と
の
対
⽐
が
⽰
さ
れ
た
︒ 

綿
密
な
歴
史
叙
述
を
通
じ
て
︑

信
仰
に
基
づ
い
た
キ
リ
ス
ト
者
の

葛
藤
と
確
固
と
し
た
抵
抗
︑
命
を

守
る
た
め
の
努
⼒
が
明
ら
か
に
さ

れ
︑
聴
く
者
の
⼼
に
深
く
響
く
講

演
で
あ
ỵ
た
︒
参
加
者
に
よ
る
質

疑
や
﹁
は
な
し
あ
い
﹂
も
⼤
変
活

発
で
︑
プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了
後
︑
講

師
を
囲
ん
で
１
時
間
以
上
も
議
論

が
続
い
た
︒
講
師
の
深
い
問
題
意

識
と
優
れ
た
研
究
の
成
果
が
︑
こ

の
よ
う
な
豊
か
な﹁
は
な
し
あ

い
﹂
を
も
た
ら
し
た
と
⾔
え
る
だ

ろ
う
︒今
後
の
企
画
を
検
討
す
る

う
え
で
︑
考
え
準
備
す
べ
き
こ
と

を
教
え
ら
れ
た
貴
重
な
機
会
で

あ
ỵ
た
︒ 

  

特
定
⾮
営
利
活
動
法
⼈
と
ん
だ
ば
や
し

国
際
交
流
協
会
理
事
⻑ 
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財団本部 
終身会員 
神﨑 清⼀ 
神保 正男 
神保 信⼦ 
中井 博雅 
⼩久保 正 
野⽥ 純⼀ 
島⽥ 恒 
横野 朝彦 
寄付金 
武藤 髙司 
柳井 ⼀朗 
⻑⾕川 義紘 
中井 博雅 
関東活動センター 
賛助会費 
⼤⿅ 康廣 
只野 哲 
河原⽥ 美哉⼦ 
⽴原 敬⼀ 
⽵中 百合⼦ 
星野 宗吾 
⻄間⽊ 公孝 
古賀 博 
全国教会婦⼈会連合 
横野 朝彦 
進藤 重光 
⾨間 幸枝 
吉⽥ 博 
上垣 勝 
戒能 信⽣ 
根津 建 
原 牧⼈ 
⼤川 芙喜⼦ 
寄付金 
中村 信博 
許 昌範  
池内 友⼦ 
⾼柳 允⼦ 
⽵政 志郎 
増⽥ 博 
北原 和夫 
匿名 
⼩林 義彦 
⾨間 幸枝 
⼩林 誠治 
萩原 好⼦ 
⽇本基督教団市川三本松

教会 
⽇本キリスト教団経堂緑岡

教会 
横浜雙葉中学⾼等学校 
⽇本キリスト教団霊南坂教会 
原 誠 
⼩笠原 公⼦ 
林 秀雄 
⽯橋 光朗 
中井 博雅 
⻄川 嗣夫 
クリスマス寄付金 
⾨間 幸枝 
中井 博雅 
林 秀雄 
濱⽥ ひろみ 
⿑藤 潤 
河原⽥ 美哉⼦ 
⽔溜 千枝⼦ 
恵泉⼥学園中⾼・宗教部 

藤 知佳 
岡⽥ 春美 
⽇本基督教団千代⽥教会 
⽇本キリスト教団須賀川教会 
⽇本キリスト教団浦安教会 
飯⽥ 庸⼦ 
⽇本キリスト教団⿅児島 

加治屋町教会 
神学生交流プログラム寄付 

川北 かおり 
⽇本キリスト教団早稲⽥教会 
只野 哲 
⽇本基督教団⽟島教会 
⻄間⽊ 公孝 
浦上 充 
松原 千⾥ 
⼩久保 正 
関 伸⼦ 
横野 朝彦 
並⽊ 浩⼀ 
⽵中 百合⼦ 
中村 信博 
農村伝道神学校 
⾨間 幸枝 
原 誠 
吉⽥ 博 
井⼝ 拓⼈ 
松井 直樹 
東⽮ ⾼明 
桃井 明男 
戒能 信⽣ 
湊 理恵 
同志社⼤学神学部  
根津 建 
関⻄学院⼤学神学部後援会 
友野 富美⼦ 
萩原 好⼦ 
加藤 真規⼦ 
⽇本聖書神学校 
⻄川 優⼦ 
⽊村 拓⼰ 
学校法⼈⻄南学院キリス
ト教活動⽀援課 
神保 正男 
古賀 博 
島⽥ 恒 
中井 博雅 
仲程 愛美 
外⾕ 悦夫 
神⽥ 健次 
神保 信⼦ 
⽇本基督教団洛南教会 
関西セミナーハウス 
寄付金 

神﨑  清⼀ 
和⽥  舞 
カブトムシまつり有志 
柴⽥  賢司 
京都桃⼭アシュラム 
中村  信博 
武⼭  泰⼦ 
延原  正海 
⼋⽥  尚嘉 
林  宗⼀郎 
林  律 
井上  康三郎 
⽜尾  宣夫 
中村泰洋園 

奈良  睦⼦ 
森⼝ 克洋 
和⽥  喜彦 
岩崎  順⼦ 
株式会社⽥中⼯務店 
浅沼  弘⼀ 
⿃井  清司 
諫早  道⼦ 
全国本⽥労働組合連合会 
脇坂  照世 
⾦属労協第 54 回 LSC  

受講⽣⼀同 
株式会社新経営サービス 
株式会社三原⼯務店 
株式会社ワンアップ・ジョブ 
⿊⽥ 睦⼦ 
中井 博雅 
京都⽂教⼤学臨床⼼理学部 

名取 琢⾃ 
船坂  孝江 
⼩久保  玲⼦ 
神保  正男 
柳井  ⼀朗 
⽯川  公⼦ 
株式会社ビーテック 
株式会社藤⽊⼯務店  

京都⽀店 
榊原 孝 
⾃動⾞総連 
辻 紀⼦ 
⻄川  淑⼦ 
武⽥薬品京都農園退職者

親睦会えんじゅ会 
奥⽥  正義 
鈴井 さち⼦ 
⽵中  百合⼦ 
荒井  功 
島⽥  恒 
THE AIRS 菅原  直⼈ 
関西セミナーハウス活動センター
賛助会費 
⼩笠原 純 
⽔⼾ 潔 
佐々⽊ 紘児 
⿃井 清司・操 
上條 美代⼦ 
⽷原 由美⼦ 
中村 信博 
⼤島 偕美 
橘 俟⼦ 
梅⼭ 猛 
関⻄⻘年アシュラム 
平林 喜博 
⼤島 順⼦ 
⼭本 俊正 
川北 かおり 
⽵中 百合⼦ 
吉中 尚⼦ 
藤⽥ 恭⼦ 
林 律 
⻫藤 洋⼦ 
多⽊ 秀雄 
⽊村 護郎クリストフ 
堤 ⿓春 
⻑塩 滋⼦ 
近藤 恵 
陶村 世佳⼦ 
松岡 蓉⼦ 

京都みぎわキリスト教会 
伊藤 威知郎 
弘茂 昭⼦ 
⽜⼭ 泉 
藤⽥  敦⼦ 
Christian M. Hermansen 
脇坂 照世 
徳丸 延⼦ 
シュペネマン 偕美 
三浦  正⾏ 
橋本  るつ⼦ 
野⽥  純⼀ 
村上  みか 
⻄村  裕美 
⿃井  清司・操 
榎本 かな 
杉本 尚司 
認定NPO法⼈開発教育協会
匿名 
榎本 栄次 
⽇本基督教団室町教会 
クリスマス寄付金 
中村 信博 
今川 泰彦 
⽊下 壽⼦ 
多⽥出 佳世⼦ 
林 律 
根岸 宏邦 
間瀬 啓允 
藤⽥ 恭⼦ 
⼩久保 正 
京都みぎわキリスト教会 
友前 尚⼦ 
丸⼭ まり⼦ 
織⽥ 雪江 
武⼭ 泰⼦ 
⽔⼾ 潔 
⼭岡 義⽣ 
藤⽥ 敦⼦ 
⽇本キリスト教会吉⽥教会 
荒井 加代⼦ 
伊藤 正⼦ 
吉⽥ ⼒ 
井⽥ 光昭 
古賀 暢⼦ 
菅 恒敏 
⻫藤 洋⼦ 
国際シャローム・キリスト教会
菅原 幸⼦ 
匿名 
⼭添 みどり 
⽇本キリスト教団和歌⼭伝道所 
和⽥野 勢津⼦ 
浦 晴⼦ 
⼭本 俊正 
堤 ⿓春 
熊⾕ ⽂郎 
島⽥ 恒 
⽇野 多栄⼦ 
松尾 光雄 
在⽇⼤韓基督教京都教会 
⽇本基督教団⻄が丘教会 
⽇本基督教団世光教会 
南 和⼦ 
在⽇⼤韓基督教会京都南部教会 
⽇本基督教団平安教会 
⽇本基督教団京都教会 
⽇本キリスト教団草津教会 

Christian M. Hermansen 
岩坂 ⼆規・泰⼦ 
⼤⾕ 光真 
匿名 
⼋杉 恵 
松⽥ 光代 
宮本 桂⼦ 
喜多村 やよい 
間瀬 啓允 
⻄川 淑⼦ 
島⽥ 誠⼀ 
佐藤 友紀 
⼭岡 義⽣ 
宇野 稔 
徳⽥ 信 
松本 嘉⼀ 
⽊下 壽⼦ 
今川 泰彦・喜⼦ 
岡本 領⼦ 
株式会社こころ 
徳丸 延⼦ 
濱⽥ 真奈美 
新宗連⼤阪事務所 公⽂ 孝枝 
吉⽥ ⼒ 
桜井 希 
都⽊ かおり 
丸⼭ まり⼦ 
南 和⼦ 
菅 恒敏 
中上 和⼦ 
友前 尚⼦ 
⿊⽥ 睦⼦ 
岡安 茂祐 
⽩⽅ 誠彌 
髙寺 幸⼦ 
⽇野 多栄⼦ 
⽇本キリスト教団伊丹教会 
⻄岡 裕芳 
⻄脇 洸⼀ 
奈倉 道隆 
寄付金 
京滋キリスト者平和の会 
⼩野⽥ 照代 
神⼭ 美奈⼦ 
⽷原  由美⼦ 
中村 信博 
梅⼭ 猛 
平林 喜博 
⼭本 俊正 
⼩久保 正 
⽵中 百合⼦ 
荒井 加代⼦ 
⻫藤 洋⼦ 
姫野 眞知夫 
⼭添 みどり 
延原 正海 
匿名 
喜多村 やよい 
坪野 えり⼦ 
⻄川 淑⼦ 
⼭岡 義⽣ 
多⽥出 佳代⼦ 
松本 嘉⼀ 
⽥中 義信 
君村 千代⼦ 
柳井 ⼀朗 
⻑⾕川 義紘 
武⼭ 泰⼦ 

 

２０２3 年度 賛助会費・寄付金納入者ご芳名

ご支援に感謝申し上げます。 

２０２３年 4 ⽉１⽇〜２０２４年３⽉３１⽇ 
（順不同・敬称略）
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◆関東活動センター 

■2024 年度 聖書を読む講座Ⅰ 

（共催：早稲田奉仕園） 

「LGBTQ+とキリスト教 

『虹は私たちの間に 性と生の正義に向

けて』を共に読む」 

講 師：山口 里子さん（聖書学者） 

日 時：4 月～2025 年2 月、第2火曜

（8 月休会） 18:30～20：00   

参加費：全10回 8,000円、学生4,000円 

方 法：Zoom によるオンライン講座 

■2024 年度 宗教対話Ⅰ 

（共催：早稲田奉仕園） 

読書会「キリスト教と文学」 

講 師：柴崎 聰さん（文芸評論家） 

日 時：4 月～2025 年3 月、第3 火曜

（8、12 月休会）14：00～15：30 

参加費：各回 1,000 円 

会 場：関東活動センター会議室 

（キリスト教会館 1 階 16 号） 

■2024 年度 話し方ワークショップ 

「さらに豊かな礼拝のために 

ことばを届けるトレーニング」 

講 師：友野富美子さん（日本キリスト

教団深川教会牧師） 

日 時：5 月～2025 年3 月、第3 金曜

（8 月休会）18：00～19：30 

参加費：各回 1,500 円 

会 場：日本キリスト教団東中野教会 

■2024 年度 今日的課題 

「LGBTQ+と教会 

壁を造らない共同体をめざして」 

講 師：中村吉基さん（宗教と LGBT

ネットワーク代表） 

日 時：6 月～12 月、第 2 火曜（8 月

休会）15：00～16：30 

参加費：各回 2,000 円 

会 場：関東活動センター会議室 

    （キリスト教会館 1 階 16 号） 

◆関西セミナーハウス活動センター 

■2024 年度修学院フォーラム「社会」 

第２回「『戦争の時代』にしないために

―沖縄対話プロジェクトの経験から」

 

講 師：岡本 厚さん（前岩波書店社長・

元雑誌「世界」編集長） 

日 時：5月25日（土）13：30～16：00

参加費：２,000 円 学生 500 円 

方 法：会場 関西セミナーハウスと

Zoom 併用 

第３回「中東の平和を考える 

アメリカはなぜイランと対立するのか」

 

講 師：中西 久枝さん（同志社大

学グローバル・スダディーズ

研究科教授） 

日 時：６月１日（土）13：30～16：00

参加費：２,000 円 学生 500 円 

方 法：会場 関西セミナーハウスと

Zoom 併用 

第４回「地雷”ではなく、“花”を 

―報復ではなく、いのちの連鎖へ」

 

講 師：松浦 悟郎さん（カトリック

名古屋教区司教） 

日 時：７月２７日（土）13：30～16：00

参加費：２,000 円学生５００ 円 

方 法：会場 関西セミナーハウスと

Zoom 併用 
■2024 年度開発教育セミナー 

第１回「開発教育入門セミナー 

～ＳＤＧｓを自分ごとに～」 

（共催 京都市国際交流協会） 

講 師：開発教育研究会 

日 時：6月27日（日）1０：０0～16：00

参加費：１,000 円 

「となりのムスリム・ムスリマ」 

 ｢わたしたちのパレスチナ問題」 

会 場：kokoka 京都市国際交流会館 
第２回「パレスチナの平和をつくる～

今起きていることを植民地主義の視点

から考えてみよう～」 

講 師：岡 真理さん（早稲田大学文

学学術院教授）      

日 時：７月６日（土）1６：０0～７日(日）

12：00 

参加費：１２,000 円（泊食代、宿泊税込）

会 場：関西セミナーハウス 

■2024 年度修学院フォーラム「いのち」

第１回「咸錫憲（ハム・ソクホン）のシアル

（民衆）思想―『韓国のガンジー』が問い

かける非暴力主義」 

講 師：朴 賢淑（パク・ヒョンス）さん 

（大阪女学院大学・短期大学准教授） 

日 時：８月３１日（土）13：30～16：00

参加費：２,000 円 学生 500 円 

方 法：会場 関西セミナーハウスとZoom併用

以上、感謝を持ってご報告申し上げます。 

◆財団本部 

寄付 

 柳井 一朗 

中井 博雅 

◆関東活動センター 

賛助会費 

原 牧人 

大川 芙喜子 

大鹿 康廣 

寄付 

日本基督教団市川三本松教会

日本ｷﾘｽﾄ教団経堂緑岡教会

横浜雙葉中学高等学校 

日本ｷﾘｽﾄ教団霊南坂教会

原 誠 

小笠原 公子 

林 秀雄 

石橋 光朗 

中井 博雅 

西川 嗣夫 

高柳 允子 

クリスマス寄付 

藤 知佳 

岡田 春美 

日本基督教団千代田教会

日本ｷﾘｽﾄ教団須賀川教会

賛 助 会 費 ・ 寄 付 金 報 告  

プログラム案 内  

公益財団法人 日本クリスチャン・アカデミー 
代表理事 中村 信博 

本部事務局 
〒606-8134 京都市左京区一乗寺竹ノ内町 23 

TEL 075-711-2147 

FAX 075-701-5256 

関東活動センター 
〒169-0051 東京都新宿区西早稲田 2-3-18 

日本キリスト教会館 1F 

TEL 03-3207-6198 

E-mail :info@academy-tokyo.com 

関西セミナーハウス/ 

関西セミナーハウス活動センター 
〒606-8134 京都市左京区一乗寺竹ノ内町 23 

FAX 075-701-5256 

関西セミナーハウス 
TEL 075-711-2115 

E-mail :info@kansai-seminarhouse.com 

関西セミナーハウス活動センター 
TEL 075-711-2117 

E-mail :office@academy-kansai.org 

2024年1月1日～3月31日 

 （順不同・敬称略）

日本ｷﾘｽﾄ教団浦安教会 

飯田 庸子 

日本キリスト教団鹿児島

加治屋町教会 

神学生プログラム寄付 

加藤 真規子 

日本聖書神学校 

西川 優子 

木村 拓己 

学校法人西南学院キリ

スト教活動支援課 

井口 拓人 

川北 かおり 

神保 正男 

古賀 博 

島田 恒 

中井 博雅 

仲程 愛美 

外谷 悦夫 

神田 健次 

原 誠 

神保 信子 

日本基督教団洛南教会 

◆関西セミナーハウス 
寄付 

中井 博雅 

◆関西セミナーハウス活動センター
賛助会費 

日本キリスト教団伊丹教会
西岡 裕芳 
西脇 洸一 
大島 偕美 
奈倉 道隆 

寄付 

（特活）開発教育協会 

匿名 

榎本 栄次 

日本基督教団室町教会

柳井 一朗 

武山 泰子 

クリスマス寄付 

在日大韓基督教会京都教

会 

日本基督教団西が丘教会

日本基督教団世光教会

南 和子 

在日大韓基督教会京都南

部教会 

日本基督教団平安教会

日本基督教団京都教会

日本キリスト教団草津教会

財団本部 HP 
 
 
 
関⻄セミナーハウスHP 

 
 
 

関東活動センターHP 
 
 
 
KSH 活動センターHP 

 

シリーズ「戦争と平和」 

シリーズ「戦争と平和」 

シリーズ「戦争と平和」 

シリーズ「戦争と平和」 


